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報  告  

 

陣 ノ 谷 川 橋 （ 鋼 I 形 断 面 ２ 主 桁 橋 ） の 設 計  
 

太 田  検 志 *  本 郷  智 ** 

 

近 年 ， 公 共 工 事 の コ ス ト 縮 減 の 中 で ， 初 期 コ ス ト を 下 げ る だ け で は な く ， ラ イ フ サ イ ク ル コ

ス ト （ 以 下 LCC） 削 減 の 要 求 も あ り ， 構 造 の 合 理 化 ， 省 力 化 の 取 り 組 み が 行 わ れ て い る 。  

陣 ノ 谷 川 橋 は ， 合 理 的 な 構 造 形 式 の 1 つ で あ る PC 床 版 を 有 す る 鋼 I 形 断 面 2 主 桁 橋 を 採 用

し ， ま た ， LP 鋼 板 の 使 用 ， 水 平 補 剛 材 の 省 略 を 行 い ， さ ら な る 合 理 化 ， 省 力 化 を 目 指 し た 。  

本 文 は ， PC 床 版 を 除 く 詳 細 設 計 業 務 に お い て の 検 討 結 果 を ， 報 告 す る も の で あ る 。  

 

キ ー ワ ー ド ： LP 鋼 板 ， 連 続 合 成 桁 ， PC 床 版 ， 少 補 剛 設 計  

 

 
ま え が き  
 
陣 ノ 谷 川 橋 （ 鋼 上 部 工 ） 工 事 は ， 日 本 道 路 公 団

が 建 設 し て い る 第 二 東 名 高 速 道 路 の 一 部 を な し ，

上 下 線 2 橋 の 設 計 ・ 製 作 ・ 架 設 を 駒 井 鉄 工 株 式 会

社 ・ 株 式 会 社 酒 井 鉄 工 所 共 同 企 業 体 で 受 注 し た も

の で あ る 。  

本 橋 の 位 置 図 を 図 -1 に 示 し ，一 般 図 を 図 -2 に 示

す 。  

本 橋 は ，PC 床 版 を 有 す る 鋼 I 形 断 面 2 主 桁 橋 で

あ る 。 本 文 は ， PC 床 版 を 除 く 詳 細 設 計 業 務 に お い

て の 検 討 結 果 を ， 報 告 す る も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -1 位 置 図  

 

 
１ ． 本 橋 の 設 計 条 件  
 
道 路 規 格 ： 第 1 種 第 1 級 A 規 格  

橋 梁 形 式 ： 10 径 間 連 続 鋼 Ｉ 形 断 面 2 主 桁 橋  

橋   長 ： 591.0ｍ  

支  間  長 ： 58.2m＋ 8@59.0m＋ 58.2m 

有 効 幅 員 ： 16.5ｍ  

平 面 線 形 ： Ｒ ＝ ∞  

現 場 継 手 ： 全 断 面 溶 接  

床 版 形 式 ： 場 所 打 ち PC 床 版  

架 設 工 法 ： 送 り 出 し 架 設 工 法 （ 鋼 桁 ）  

： 移 動 型 枠 施 工 （ PC 床 版 ）  

 
２ ． 主 桁 の 設 計  

 
（ １ ） 主 桁 断 面 決 定  

主 桁 断 面 決 定 フ ロ ー を 図 -3 に 示 す 。  

非 合 成 桁 と し て 設 計 し て も 実 際 の 挙 動 は 鋼 桁 と

床 版 と が 合 成 挙 動 を 示 す こ と と ， 本 工 事 の よ う な

広 幅 員 ２ 主 桁 橋 は 実 績 が 少 な い こ と よ り ， 施 工 時

の 安 全 性 ， 将 来 の 床 版 打 ち 替 え を 考 慮 し て ， 主 桁

断 面 に つ い て は ， 非 合 成 桁 で 設 計 し ， 連 続 合 成 桁

と し て 応 力 照 査 を 行 い ， 安 全 で あ る こ と を 確 認 し

た 。  

ま た ， 本 工 事 の 架 設 工 法 が 送 り 出 し 架 設 で あ る

こ と よ り ， 架 設 時 の 主 桁 断 面 の 応 力 照 査 を 行 い 安

全 で あ る こ と を 確 認 し た 。

＊ 設 計 部 東 京 設 計 二 課  ＊ ＊ 設 計 部 東 京 設 計 一 課 課 長  
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  合 成 桁 と し て の 照 査
  ① 合 成 断 面 照 査
  ② 腹 板 （ パ ネ ル ） の 照 査
  ③ ス タ ッ ド の 設 計

非 合 成 桁 と し て 設 計

  架 設 時 （ 送 り 出 し 架 設 ） に よ る 照 査
     ① 鋼 桁 断 面 照 査
     ② 腹 板 の 照 査
     ③ ジ ャ ッ キ 支 点 部 の 照 査

最 終 断 面 決 定

キ ャ ン バ ー 値 設 定
床 版 打 設 ス テ ッ プ に よ る 逐 次 合 成 系 を 考 慮

終 わ り

始 め

   ス タ ッ ド の 設 計
   ① 常 時 （ 橋 軸 方 向 ）
   ② 風 時 （ 直 角 方 向 ）
   ③ 地 震 時 （ 直 角 方 向 ）

終 わ り

疲 労 照 査
（ 合 成 系 で 行 う ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -3 主 桁 断 面 決 定 フ ロ ー  

 

（ ２ ） LP 鋼 板 の 採 用  

フ ラ ン ジ に お い て ， 普 通 鋼 板 を 使 用 し た 場 合 と

LP 鋼 板 を 使 用 し た 場 合 で 経 済 比 較 を 行 っ た 結 果 ，

LP 鋼 板 を 採 用 し た 。  

LP 鋼 板 の 最 大 板 厚 差 は ， 製 作 可 能 な 30 ㎜ と し

た 。 中 間 支 点 付 近 の LP 鋼 板 使 用 方 法 を 図 -5 に 示

す 。  

 

 

 

 

 

図 -4 LP 鋼 板 形 状  

 

 

 

 

 

 

（ ３ ） 連 続 合 成 桁 と し て の 照 査  

 連 続 合 成 桁 と し て 照 査 す る 時 の 解 析 モ デ ル を 表

-1 に 示 す 。  

橋 軸 方 向 に は ， プ レ ス ト レ ス し な い 連 続 合 成 桁

と し て ， 照 査 を 行 っ た 。 主 桁 応 力 度 の 算 出 に あ た

っ て は ， 各 荷 重 に よ り 生 じ る 合 成 断 面 と し て の 床

版 応 力 度 の 合 計 が ， コ ン ク リ ー ト の 許 容 引 張 応 力

度 を 上 回 っ た 場 合 ，床 版 コ ン ク リ ー ト を 無 視 し て ，

鋼 桁 と 床 版 配 力 鉄 筋 と を 合 わ せ た 鋼 断 面 の み を 有

効 断 面 と し た 。  

 

（ ４ ） 架 設 時 の 照 査  

送 り 出 し ス テ ッ プ 計 算 に よ る 架 設 時 断 面 力 と 施

工 時 の 許 容 応 力 度 の 割 増 し 1.25 を 考 慮 し て 算 出

し た 各 断 面 の 抵 抗 モ ー メ ン ト を 比 較 し て ， 架 設 時

断 面 力 が 上 回 っ た 箇 所 は ， 断 面 ア ッ プ を 行 っ た 。  

 

（ ５ ） 水 平 補 剛 材 の 省 略  

本 橋 は ， LCC も 考 慮 し た 経 済 比 較 に よ り ， 水 平

補 剛 材 を 全 て 省 略 し た 。（ ア ス ペ ク ト 比 は ， 1.5 以

下 を 確 保 ）  

水 平 補 剛 材 省 略 の 検 討 手 順 を 図 -6 に 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -5 中 間 支 点 付 近 フ ラ ン ジ 断 面 構 成 図  

図 -6 水 平 補 剛 材 省 略 検 討 手 順  
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応 力 で 決 定 （ 中 間 支 点 ）
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9
5

板 厚 差 で 決 定 (LP)

応 力 で 決 定

非 合 成 系

正 曲 げ モ ー メ ン ト 範 囲 は ， 合 成 系 で の 中
立 軸 位 置 が 上 フ ラ ン ジ の す ぐ 下 側 に あ る
こ と を 考 慮 し て 省 略
負 曲 げ モ ー メ ン ト 範 囲 は ， 1段 設 置

合 成 系
正 ・ 負 曲 げ モ ー メ ン ト 範 囲 と も に 、 非 合
成 系 で 設 置 し た 範 囲 外 に お い て ， 必 要 と
判 定 さ れ た 箇 所 に １ 段 設 置

架 設 系
送 り 出 し 架 設 時 の 腹 板 照 査 に よ り 必 要 と
判 定 さ れ た 箇 所 に １ 段 設 置

ケ ー ス １
3つ の 構 造 系 で 水 平 補 剛 材 が 必 要 と な っ た
全 て の 箇 所 に １ 段 設 置

ケ ー ス ２
架 設 系 で 水 平 補 剛 材 が 必 要 と な っ た 箇 所
の み ， 腹 板 を 増 厚 し て 水 平 補 剛 材 を 省 略

ケ ー ス ３
水 平 補 剛 材 を 全 て 省 略 し て 腹 板 を 増 厚

ケ ー ス ３ を 採 用

経 済 比 較
（ 3ケ ー ス ）

↓

↓

↓

↓
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表 -1 解 析 モ デ ル  

 解 析 モ デ ル  荷 重  備 考  

合
成
前
死
荷
重
 

 

 

 

 

 

 

 床 版 合 成 前 の 死 荷 重 に 対 し て 鋼 桁 の

剛 性 の み 考 慮 す る 。  

 

合
成
後
死
荷
重
・
活
荷
重
 

  床 版 合 成 後 の 死 荷 重 お よ び 活 荷 重 に

対 し て ， 径 間 中 央 は 合 成 断 面 (床 版 +鋼

桁 )， 中 間 支 点 付 近 は 鋼 断 面 (鉄 筋 +鋼

桁 )と す る 。 床 版 の 有 効 幅 は ， 道 示 (Ⅱ

9.2.4)に よ り 算 出 す る 。 床 版 コ ン ク リ

ー ト と 鋼 桁 の ヤ ン グ 係 数 比 は n=7 と す

る 。  

ク
リ
 
プ
に
よ
る
曲
げ
モ
 
メ
ン
ト
 

  ク リ ー プ に よ り 合 成 断 面 に 作 用 す る

曲 げ モ ー メ ン ト を 算 出 す る 。 径 間 中 央

は 合 成 断 面 (床 版 +鋼 桁 )， 中 間 支 点 付

近 は 鋼 断 面 (鉄 筋 +鋼 桁 )と す る 。 床 版

の 有 効 幅 は ， 道 示 (Ⅱ 9.2.4)に よ り 算

出 す る 。 床 版 コ ン ク リ ー ト と 鋼 桁 の ヤ

ン グ 係 数 比 は n1=14 と す る 。  

乾
燥
収
縮
に
よ
る
曲
げ
モ
 
メ
ン
ト
 

  乾 燥 収 縮 に よ り 合 成 断 面 に 作 用 す る

曲 げ モ ー メ ン ト を 算 出 す る 。 径 間 中 央

は 合 成 断 面 (床 版 +鋼 桁 )， 中 間 支 点 付

近 は 鋼 断 面 (鉄 筋 +鋼 桁 )と す る 。 床 版

の 有 効 幅 は ， 道 示 (Ⅱ 9.2.4)に よ り 算

出 す る 。 床 版 コ ン ク リ ー ト と 鋼 桁 の ヤ

ン グ 係 数 比 は n2=21 と す る 。  

温
度
差
に
よ
る
曲
げ
モ
 
メ
ン
ト
 

  床 版 と 鋼 桁 の 温 度 差 に よ り 合 成 断 面

に 作 用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト を 算 出 す

る 。 径 間 中 央 は 合 成 断 面 (床 版 +鋼 桁 )，

中 間 支 点 付 近 は 鋼 断 面 (鉄 筋 +鋼 桁 )と

す る 。 床 版 有 効 幅 は ， 道 示 （ Ⅱ 9.2.4）

に よ り 算 出 す る 。 床 版 コ ン ク リ ー ト と

鋼 桁 の ヤ ン グ 係 数 比 は n=7 と す る 。  

 

表 -1 解 析 モ デ ル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ６ ） 疲 労 照 査  

疲 労 照 査 は ， T-60 荷 重 を レ ー ン 載 荷 し て ， 一

定 振 幅 応 力 に 対 す る 応 力 範 囲 の 打 切 り 限 界 を 用 い

た 照 査 を 行 っ た 。 照 査 は ， 本 橋 で 疲 労 強 度 が 最 も

低 い 現 場 継 手 部 ウ ェ ブ 上 下 縁 の ス カ ー ラ ッ プ 部 を

行 っ た 。  

応 力 振 幅 が 一 定 振 幅 応 力 の 打 ち 切 り 限 界 を 上 回

っ た 箇 所 の み 仕 上 げ 処 理 を 行 い 疲 労 強 度 を 向 上 さ

せ る こ と で ， 全 箇 所 許 容 値 内 に 収 ま っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ． 中 間 横 桁 の 設 計  
 
床 版 施 工 時 に 使 用 す る 移 動 型 枠 形 状 を 考 慮 し て ， 

横 桁 上 面 に ， 1670 ㎜ の 作 業 区 間 を 設 け た 。  

横 桁 材 質 は ， 主 桁 間 に 設 置 さ れ る イ ン サ イ ド 型

枠 を 横 桁 が 支 持 す る の で ， 床 版 施 工 時 の 横 桁 た わ

み が ， 床 版 に 影 響 を 与 え な い よ う に ， 横 桁 剛 性 を

高 め る た め ， SM400 材 を 使 用 し た 。  

断 面 は ， 床 版 施 工 時 荷 重 （ 床 版 重 量 ＋ 移 動 型 枠
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重 量 ＋ 横 桁 自 重 ） で 決 定 し た 。  

 
４ ． 付 属 物 の 設 計  
 
（ １ ） 支 承  

支 承 は 高 減 衰 ゴ ム を 使 用 し た 免 震 支 承 を 採 用 し

た 。  

支 承 形 状 は ， 下 記 の ① ～ ④ に よ り 決 定 し た 。  

① 全 支 承 の せ ん 断 弾 性 係 数 を 1.2N/㎜ 2と し て 検

討 を 行 っ た が ， ③ に よ る 分 担 率 の 見 直 し に よ

り ，端 支 点 の み 1.2N/㎜ 2と し ，全 中 間 支 点 は ，

1.0N/㎜ 2と し た 。  

② 経 済 性 を 考 慮 し て ， ゴ ム 体 積 を 小 さ く し た 。  

③ 当 初 設 計 か ら の 床 版 形 状 の 変 更 で ， 死 荷 重 が

増 加 し た こ と よ り ， 発 注 通 り の 分 担 率 で は ，

橋 脚 の 照 査 が 許 容 値 を 満 足 し な か っ た 。 橋 脚

が ， 震 度 法 及 び 地 震 時 保 有 水 平 耐 力 の 照 査 を

満 足 す る よ う に 分 担 率 の 見 直 し を 行 っ た 。  

④ 静 的 解 析 に よ り 設 計 お よ び 照 査 を 行 っ た 桁 遊

間 量 ， 支 承 の せ ん 断 ひ ず み 及 び 橋 脚 の 安 全 性

に つ い て ， さ ら に 非 線 形 動 的 解 析 を 行 い ， 全

て 許 容 値 内 に 収 ま る こ と を 確 認 し た 。  

 

（ ２ ） ス タ ッ ド  

床 版 と 鋼 桁 と の ず れ 止 め は ， ス タ ッ ド と し た 。

ス タ ッ ド は ， 輸 送 お よ び 床 版 施 工 時 の 移 動 型 枠 の

軌 条 設 備 を 考 慮 し て ， カ ッ プ ラ ー ジ ョ イ ン ト ス タ

ッ ド を 採 用 し た 。 配 置 要 領 は ， ① ～ ③ と し た 。  

① 垂 直 補 剛 材 位 置 に お け る 床 版 下 面 の 橋 軸 直 角

方 向 の ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 す る た め に ， 垂

直 補 剛 材 か ら は ， 62.5 ㎜ 以 上 離 す 。  

② 打 ち 継 ぎ 目 位 置 の 床 版 型 枠 と の 取 り 合 い を 考  

慮 し て ， 床 版 打 継 ぎ 目 位 置 か ら ， 30 ㎜ 以 上 離

す 。  

③ 上 フ ラ ン ジ 近 傍 に お け る ク ラ ッ ク の 発 生 を 防

止 す る た め に フ ラ ン ジ コ バ 面 か ら ，50 ㎜ の 位

置 に 設 置 す る 。  

 

（ ３ ） 維 持 管 理 用 吊 金 具  

将 来 使 用 す る 維 持 管 理 用 吊 金 具 は ， ア イ ナ ッ ト

を 想 定 し ， 景 観 を 考 慮 し て 腹 板 に 孔 あ け の み を 行

っ た 。    

孔 あ け 箇 所 に は ， 図 -7 の シ リ コ ン キ ャ ッ プ を 設

置 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -7 シ リ コ ン キ ャ ッ プ  
 

 

あ と が き  
 
 本 稿 で は ，PC 床 版 を 有 す る 鋼 I 形 断 面 2 主 桁 橋

の 設 計 に つ い て ， 報 告 を 行 っ た 。 本 工 事 の 設 計 に

際 し て ご 指 導 ， ご 協 力 を い た だ い た 日 本 道 路 公 団

お よ び 関 係 各 位 に 深 く 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。  
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